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「X線分析の進歩」投稿の手引き

　本誌投稿の論文掲載にあたっては，報文とし
ての体裁にとらわれず新しい知見や価値ある
データを報告することを最優先としています．
形式上の制限は特に設けませんが，次の点を留
意の上，ご投稿願います．

1.　本誌に掲載する論文の種類は，X線分析に
関連する報文，原著論文，ノート，技術報告，
総説，解説，講座，技術資料，国際会議報告
とし，これらは他出版物に掲載されていない
ものに限ります．これら論文は，X線分析の
基礎あるいは応用に関し価値ある事実あるい
は結論を含むもの，X線分析技術の成果に関
する報告で X線分析上有用なものとします．
分類は，著者からの申し出を尊重し，編集委
員会にて決定します．なお，他出版物に掲載
されたものについても，編集委員会の判断で
出版を認める場合もあります．本誌への投稿
論文は和文のものを推奨しますが，英語論文
も受け付けます．

2.　本誌への投稿は通年受け付けますが，12月
末日までに投稿された原稿を翌 3月下旬に発
行の巻に掲載するスケジュールで編集しま
す．投稿された論文は，査読を経て，編集委
員会にて掲載可否を決定します．編集委員会
は，字句その他の加除修正を行い，あるいは
それを著者に要求することがあります．

3.　投稿は，原則 e-mail で受け付けます．
Windows対応（Word等）のデータを，e-mail

に直接添付ファイルとして投稿してくださ
い．大きいサイズのファイルは，編集委員会

宛にあらかじめご相談ください．投稿時の
e-mailには「X線分析の進歩」へ投稿する旨，
例えば「論文（著者，題目）を “X線分析の進
歩 ”誌に，原著論文として投稿します」とい
うような一文をメール本文に記述し，編集委
員会宛にお送りください．

4.　論文題目，全著者名（フルネーム），全著者
の所属機関名およびそれらの住所を，和文と
英文で併せて，投稿論文の最初のページに記
載してください．また，連絡責任著者の連絡
先（Tel，Fax，e-mailアドレス）も最初のペー
ジに記してください．原稿は，A4用紙を用い，
行数や 1行の文字数，フォントサイズは常識
的な範囲で執筆してください．投稿原稿はカ
メラレディーの形式にはせず，図の挿入位置
指定や余計なフォーマットは不要です．

5.　アブストラクトは，和文と英文を原稿に含
めてください．和文アブストラクトは 400字
程度，英文アブストラクトは 300語程度がそ
れぞれ標準ですが，必ずしもこの制限を守る
必要はありません．また，英文アブストラク
トは和文の直訳である必要はなく，和文より
簡潔な記述でも構いません．

6.　キーワードは，論文内容を的確な形で表現
したもので，一論文 5個程度とし，日本語，
英語ともにアブストラクトの次に記入してく
ださい．キーワードは，巻末の索引項目とし
ても利用します．

7.　専門用語は，分析化学用語辞典（日本分析
化学会編）または JIS用語を用いることが望
ましいですが，必ずしもこの限りではありま
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せん.必要があれば,SI単位以外の単位 (Å ,

Torr,イ ンチ等)を用いても構いません。

8.引用文献の記載法は, 日本分析化学会 「分

析化学」誌に準じますが,統一が取れていれ

ば,他 の形式 (例 えば Spec廿 ochimica Acta誌

など)で も構いません .

9.図 ,表および写真は的確なものを選び,本

文中に挿入するのではなく,原稿の末尾につ

けて ください。なお,MS‐PowerPointや MS‐

Excel等の汎用ソフ トで作成された図表を,

本文ファイルに添付提出することも受け付け

ます。また写真は,JPEG形 式等のデジタル

フアイルにて,鮮明なものを採用ください。

なお,本誌の紙媒体での出版は,自黒印刷で

す.カ ラー図面やカラー写真は投稿前に自身

で自黒印刷し,例えば色別に表示したグラフ

中のラインが区別できるか等を必ず確認する

ようにお願いします .

10.図や表および写真の番号は,英文でそれぞ

れ Fig.1,Table l,Photo lと し,原図や写真に

は対応する番号を邪魔にならない位置に記入

するか,フ アイル名で判るようにしてくださ

い。説明文 (キ ャプション)等は英文で記述し

てください。なお,論文全体を通して和文の

みのキャプションでも投稿可能ですが,グラ

フ軸や表項目等は英文に限ります。また,図

や写真のキャプション等は原図ページには記

入せず,引用文献の次のページにまとめて記

載してください。ただし,表の説明文につい

ては,表の上に直接挿入しても構いません。

図や写真を PDFフ ァイルで提出される場合

には,「高品質印刷」などの設定にて作成を

お願いします .

H.投稿者は,投稿料として表 1に示す投稿料

(十税)を出版社にお支払いいただきます.た

だし,編集委員会から執筆を依頼されたもの

については,投稿料のお支払いは必要ありま

せん。投稿者は,全論文を PDFフ アイルで

収納 した CD―ROM付録の付いた 「X線分析
の進歩」誌を一部差し上げます.PDFフ ァイ

ルは,ご 自分の論文に限 り,自 身の Webサ

イ トに掲載可能です (セ ルフアーカイビング

の承認).紙別刷 りは原則として作成しませ

んので,別途購入希望の方は校正吊1り 返送の

際に出版社に注文をお願いします .

表 1 投稿料 (税抜)
出来上がり頁数 投稿料 (円 )

1-6 15,000

7-12 25,000

35,000

19-24 45,000

25 -30 55,000

31 -36 65,000

12.本誌に掲載された論文,記事についての著

作権は.公益社団法人日本分析化学会 X線分

析研究懇談会に属します.本誌は,自黒印刷

の紙媒体とカラー画像を含む CD―ROMの出

版としますが,将来的にはインターネットで

の公開の可能性もあります .

13.執筆にあたり,他社の論文,成書などから

図,表等を転載もしくは引用する場合は,必

ず著者自身の責任において,原著者並びに出

版社の許諾を得て,出典を明示してください.

原稿の送付先および連絡先

編集委員長

村松康司  XShinpo@eng.u‐hyogo.ac.jp

TEL 079‐ 267¨4929
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定価（税・送料含む）
　X線分析研究懇談会会員　：15,000 円＋税
　X線分析研究懇談会非会員：20,000 円＋税
　購入申込先：日本分析化学会 X線分析研究懇談会

最新情報はホームページで！
X線分析研究懇談会のホームページ（https://xbun.jsac.jp/）には，X線分析に関するホットな
情報が満載されています．
○毎年 1回開催される X線分析討論会の案内
○定例研究会（年 5回程度）や講習会（年 1～ 2回程度）の日時や会場，プログラムの案内
○関係する国際会議のスケジュール
○「X線分析の進歩」投稿の手引き
○「X線分析の進歩」バックナンバー PDF化 CD-ROMの頒布
このほか，X線分析情報メーリングリストに登録すると，電子メールでの情報交換に参加
することができます．各種会合の案内や人材募集，いろいろなニュースが飛び交っていま
す．もちろん，参加は無料．上記ホームページにも案内が出ていますので，ぜひお問い合
わせください．

CD-ROM一枚の収録内容

「X線工業分析」 第 1集（1964）～第 4集（1968）
「X線分析の進歩」 第 1集（1970）～第 32集（2001）
第 26s集（1995，全反射 X線分析国際会議特別号）
総目次：「X線工業分析」第 1集～「X線分析の進歩」第 32集（26s含む）
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